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製造業や建設業では減少傾向または横ばいとなっているが、
社会福祉施設においては増加傾向にある



動作の反動, 

1387, 36%

転倒, 1110, 29%

墜落, 227, 6%

激突され, 176, 

5%

交通事故, 173, 

5%

激突, 168, 4%

その他, 569, 

15%

千葉県内における休業4日
以上の労働災害

「動作の反動による腰痛
等」や「転倒によるも
の」でおよそ３分の２を
占めている



4～14日未満, 163, 

24%

14～30日未満, 174, 

25%

1～3カ月未満, 257, 

38%

3カ月以上, 

87, 13%

千葉県内における休業4日以上
（681件）の内訳

約半数が、1カ月以上の休業と
なり、労働力の損失は大きい

サービス維持のため、他のス
タッフへの業務負荷が増加



年齢別の労働者数と の割合

介護労働者の割合は（公財）介護労働安定センターの令和元年度事業所における介護労働実態調査結果を集計
被災者の割合は全国における令和2年の数値
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年齢の増加とともに、
被災者割合も増加している



経営トップの強い意識

・道しるべとなる！
・全職員に伝える！
・方針に沿った活動を！

安全衛生方針の表明



安全衛生管理体制の構築

事業者

衛生管理者 産業医

安全推進者

労働者数

５０人以上

(事業場単位)

１０～４９人 職場懇談会など

１～９人 職場懇談会など

事業者

衛生推進者 安全推進者

事業者

安全推進者は、労働安全衛生法施行令第２条第３号に掲げる業種における安全推進者の配置等に係るガイドラインによる。

衛生委員会

調査審議機関規模 安全衛生管理体制

衛生管理者、産業医 、衛生推進者 、衛生委員会は労働安全衛生法で選任や設置が義務付けられているもの。



① 事業経営の統括管理者を補佐

② 安全活動の経験者、外部講習受講者等

から選任

③ 安全活動を行うための権限の付与

④ 安全推進者の氏名、職務を周知

⑤ 職員10名以上の施設ごとに選任
（同一敷地内に複数施設がある場合はまとめて選任）

※他の業務を含め、選任者に業務が集中しないよう注意

安全推進者（担当者）を選任



安全推進者（担当者）の職務

① 職場内で安全面の旗振り役

② 職場環境及び作業方法の改善

③ 職場の安全ルールの策定、見直し

④ 職員の安全意識の啓発及び安全教育

⑤ 職場巡視で安全ルールの確認



① ４Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔）活動

の徹底により転倒災害を防止

② 危険箇所を表示などで『見える化』

③ 朝礼などで安全意識を向上

④ マニュアルに基づく安全教育



① ヒヤリ・ハット事例の共有化

② ＫＹ（危険予知）活動、

指差し呼称で注意力の向上

③ 介護機器、補助用具の導入・使用



① 施設長、安全推進者による職場点検

② 腰痛・転倒予防体操の実施

③ 体力チェック、腰痛健康診断の実施

④ ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの実施、ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策、

ｴｲｼﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる改善



① 安全衛生方針の作成、周知

② 安全衛生担当者の育成、適正配置

③ 本部担当者による施設巡視

④ 掲示物、小冊子の作成・配布

⑤ 法人全体の災害・事故の把握、分析



⑥ 安全作業マニュアルの作成、周知

⑦ ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの実施基準の策定

⑧ 健康診断の実施及び事後措置

⑨ 長時間労働者への面接指導

⑩ ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策の推進



職場における腰痛予防対策指針（平成25年）



移乗介助は、常に腰痛のリスクを伴います

・普段から行っている介助だから
・小柄な利用者の方だから
・短い時間だから

と思わず、

・ベッドの高さを調整する
・介助姿勢を正しくとる
・移乗距離を出来るだけ短くする
・補助具を使用する

イラスト出典：（公財）介護労働安定センター

スライディングボードを使用しましょう



体をひねった姿勢 正面を向いた姿勢



①息を止めずにゆっくりと

②反動・はずみをつけない

③痛みを感じない程度まで

④伸ばす筋肉を意識して

⑤10～20秒キープする

ポイント!





慌てると転倒リスクが高まる⁉

イラスト出典：（公財）介護労働安定センター

急
い
て
は
事
を
仕
損
じ
る



必要な物と不要な物に分け、不要
な物を処分すること

必要な物をすぐ取り出せるように、
わかりやすく安全な状態で位置させること

作業する場所や身の回りのほか、廊下や
共有スペースのゴミや汚れを取り除くこと

作業する場所、使用する用具のゴミや汚れ
を取り除き、きれいな状態を維持すること

整
理

整
頓

清
掃

清
潔

安
全
活
動
の
第
一
歩

４Ｓ活動は、災害防止だけでなく、
作業のしやすさ、効率化にも効果あり。





足元が見えなくて

手を置く位置が悪くて

一人で無理して



抱え上げ注意！

水場付近注意！





送迎時の注意点

• 利用者様の特徴を
捉えたポイント

• 送迎ルートで気を
付ける箇所

• 道路事情等の特徴



１ 雇入れ時健康診断

２ 定期健康診断（1年以内に1回）

３ 深夜業従事者（6か月以内に1回）

健康診断

事後措置









労働者数50人以上

年1回実施義務




